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平成 20 年 2 月 24 日  
日 本 工 営 株 式 会 社  

 
サンゴ礁攪乱要因及び評価手法検討調査について 

 
1.目 的 

「石西礁湖自然再生全体構想」では、石西礁湖の自然再生に向けた取り組みについて、サンゴ

礁生態系の保全・再生における主要課題ごとに取り組み項目が整理されています。 

本調査は、これらの取り組みを具体化していくために必要な基礎資料について調査・整理を行

うものです。 

 
2.実施者 

 
日本工営株式会社 
 
（調査体制） 

管理技術者 ：黒崎 靖介 地球環境事業部 環境部 次長 

主担当技術者：冨坂 峰人 沖縄事務所 課長 

担当技術者 ：佐藤 律子 地球環境事業部 環境部 課長 ：GIS・リモセン、負荷量解析等 

   江頭 信一 福岡支店 技術部 課長   ：目標・評価手法の検討等 

     福島 新  沖縄事務所 課長補佐    ：現地調査等 

   早川 大亮 福岡支店 技術部 技師   ：影響検討等 
  
連絡先：沖縄事務所 冨坂 

  〒901-0155 沖縄県那覇市金城5-5-8 TEL098-857-0919 FAX：098-857-0917 

 
3.対象地域 

本調査の対象地域は、石

西礁湖、石垣島及び西表島

の周辺海域を含む海域並び

に当該海域に囲まれる範囲

の陸域としています。 
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4.調査項目及び流れ 

調査項目とその流れは下図に示すとおりです。別途実施されている「持続可能な産業に関する

調査」と連携して実施して行きます。 

 

 
※持続可能な産業に ①

関する調査成果

（収集・整理資料） ②

③

（参考データ）

数値地図、土壌図、土地利用図、衛星画像など

④

USLE等による流域毎土砂量の算定

（参考データ）

八重山支庁農林によるM/P

環境保全課による危険度マップ

その他、調査地域における既存文献など

⑤

既存資料等による年間負荷量（N,P）の推定

（参考データ）

　集落排水、合併浄化槽、公共下水、畜産排水など

⑥

スポットチェック法及び水質・底質分析

調査エリア：5箇所（陸→海方向に各エリア2地点）

（参考データ）

環境省、沖縄県等による既往調査結果など

栄養塩類による

サンゴ礁影響検討 ⑦

（参考データ）

既往知見、既往調査結果、現地調査結果など

⑧

取組みの実施主体を念頭にした目標の検討・ガイドライン

検討のための資料の作成（ロードマップの提案等）

※少なくとも達成度合いが「計測可能」な目標の検討

栄養塩負荷量解析

サンゴ現況・水質等調査

影響の検討

評価手法の検討

土地利用状況及び地表流等の把握

必要なデータの電子化（GIS)

計画・準備

赤土負荷量解析

 
図 業務の概要と流れ 


